
ド
ル 

た
と 

ｓ
ｈ 

                             

   

 

   

 

                

 

  

 

  

                             

 

一
千
万
ド
ル
の
夜
景 

 

日
本
新
三
大
夜
景
に
も
選
ば
れ
、
現
在

「
一
千
万
ド
ル
」
と
称
さ
れ
る
神
戸
の
夜

景
。
戦
前
の
資
料
で
は
「
百
萬
の
燈
火
一

時
に
明
滅
す
る
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ

ま
す
。
昭
和
二
十
八
年
発
行
の
『
神
戸
観

光
案
内
』
等
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
「
百

万
ド
ル
」
と
い
う
譬
え
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

『
輸
送
奉
仕
の
五
十
年
』(

阪
神
電
気
鉄
道
、

昭
和
三
十
年)

に
あ
る
よ
う
に
、
電
力
会
社

の
副
社
長
が
六
甲
山
か
ら
夜
景
を
見
下
ろ

し
、
阪
神
間
の
電
灯
代
が
月
に
三
億
円
、

ま
さ
に
百
万
ド
ル
に
な
る
、
と
発
言
し
た

こ
と
も
一
要
因
と
な
っ
て
こ
の
頃
は
「
百

万
ド
ル
」
が
深
く
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

『
兵
庫
県
観
光
便
覧
』
が
発
行
さ
れ
た
昭

和
四
十
八
年
頃
か
ら
は
「
一
千
万
ド
ル
」

と
い
う
表
記
が
増
え
、
実
際
の
電
気
代
を

六
甲
摩
耶
鉄
道(

現
六
甲
山
観
光)

が
試
算

し
、
平
成
二
十
二
年
「
一
千
万
ド
ル
」
と

胸
を
張
れ
る
結
果
も
得
ま
し
た(

神
戸
新
聞

二
〇
一
〇
．
九
．
十
九)

。 

一
方
、
昭
和
三
十
三
年
、
ま
や
ケ
ー
ブ

ル
山
上
駅
近
く
に
「
千
万
弗
展
望
台
」
が

建
設
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
頃
か
ら
「
一
千

万
ド
ル
」
と
呼
ば
れ
出
し
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
ド
ル
で

あ
っ
て
も
神
戸
の
夜
景
は
昔
か
ら
人
々
の

心
を
打
つ
輝
き
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
     ― 神戸ふるさと文庫だより ― 
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－新しく入った本－ 

 

阪
神
間
近
代
文
学
論
―
柔
ら
か
い
個
人
主

義
の
系
譜 

河
内
厚
郎
（
関
西
学
院
大
学

出
版
会
） 

 

大
阪
と
神
戸
の
間
に
位
置
す
る
尼
崎
、

川
西
、
西
宮
、
伊
丹
、
芦
屋
、
宝
塚
あ

た
り
に
は
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と

呼
ば
れ
る
独
自
の
文
化
が
あ
る
。
伝
統

と
ハ
イ
カ
ラ
と
が
う
ま
く
共
存
し
、
開

放
的
な
明
る
さ
の
中
に
一
種
の
陰
影
を

漂
わ
せ
て
い
る
。
地
理
的
な
「
見
晴
ら

し
」
「
風
通
し
」
の
良
さ
も
独
特
の
空

気
感
や
住
民
気
質
の
一
因
と
な
っ
た
。 

谷
崎
潤
一
郎
を
は
じ
め
、
村
上
春
樹

な
ど
阪
神
間
で
暮
ら
し
た
作
家
の
作
品

に
は
、
こ
の
地
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
も
多
い
。 

文
学
に
止
ま
ら
ず
、
芸
術
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
建
築
の
分
野
ま
で
考
察
す
る
。 

            

南
京
町
と
神
戸
華
僑 

呉
宏
明
・
髙
橋
晋 

一
編
著
（
松
籟
社
） 

 

華
僑
が
神
戸
に
渡
っ
て
来
た
の
は
一

八
六
八
年
の
開
港
直
後
。
そ
の
居
住
地

の
一
角
に
自
然
発
生
的
に
で
き
た
市
場

が
南
京
町
の
始
ま
り
で
あ
る
。
神
戸
を

代
表
す
る
観
光
地
と
な
っ
た
現
在
ま
で

の
歴
史
を
詳
し
く
た
ど
る
。
ま
た
、
華

僑
と
日
本
人
が
共
に
創
り
盛
り
上
げ
て

き
た
春
節
祭
な
ど
の
行
事
を
紹
介
す
る
。

関
係
者
の
座
談
会
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
も
あ
り
、
南
京
町
で
生
き
て
き
た

人
々
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
伝
え

て
い
る
。 

 

和
田
神
社
と
和
田
岬 

杉
島
威
一
郎 

和

田
神
社 神

戸
市
兵
庫
区
の
和
田
岬
に
鎮
座
す

る
「
和
田
神
社
」。
本
書
は
、
神
社
と

和
田
岬
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
章
「
和
田
神
社
小

史
」
で
は
、
大
洪
水
に
よ
り
漂
着
し
た

祠
を
祭
っ
た
と
さ
れ
る
神
社
創
設
か
ら
、

造
船
所
建
設
に
伴
う
移
転
ま
で
、
史
料

に
基
づ
き
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

 

続
く
第
二
、
三
章
で
は
、
和
田
岬
に

お
け
る
「
ヘ
ビ
信
仰
」
の
伝
承
や
江
戸

期
の
兵
庫
津
の
状
況
、
当
地
を
訪
れ
た

歴
史
上
の
人
物
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。 

首
塚
・
胴
塚
・
千
人
塚
―
日
本
人
は
敗
者

と
ど
う
向
き
あ
っ
て
き
た
の
か 

室
井
康

成
（
洋
泉
社
） 

首
塚
・
胴
塚
・
千
人
塚
と
呼
ば
れ
る

塚
状
の
遺
跡
は
、
過
去
の
戦
争
な
ど
で

亡
く
な
っ
た
人
々
を
埋
葬
し
た
場
所
、

も
し
く
は
そ
う
伝
承
さ
れ
て
い
る
場
所

で
あ
る
。
著
者
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
で

は
日
本
全
国
に
六
百
余
あ
る
と
い
い
、

本
書
で
は
そ
の
中
の
一
部
を
選
び
概
説

し
て
い
る
。 

神
戸
市
内
で
は
長
田
区
の
平
忠
度
の

胴
塚
・
腕
塚
や
、
須
磨
区
に
あ
る
敦
盛

塚
な
ど
源
平
合
戦
の
敗
者
を
祀
っ
た
も

の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
塚
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
の

考
証
と
と
も
に
記
述
さ
れ
る
、
塚
に
ま

つ
わ
る
怪
異
譚
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
霊
験

に
つ
い
て
の
伝
承
も
興
味
深
い
。 

           

神
戸
、
書
い
て
ど
う
な
る
の
か 

安
田
謙

一
（
ぴ
あ
株
式
会
社
関
西
支
社
） 

神
戸
生
ま
れ
で
「
ロ
ッ
ク
漫
筆
家
」

を
自
称
す
る
著
者
が
、
神
戸
の
食
の
事
、

お
気
に
入
り
の
街
歩
き
、
今
は
も
う
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
ど
を
、
五

章
に
分
け
、
一
〇
八
の
エ
ッ
セ
イ
に

綴
っ
た
。
登
場
す
る
場
所
や
店
は
、
人

気
雑
誌
に
は
絶
対
載
ら
な
い
ロ
ー
カ
ル

で
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。

映
画
館
や
音
楽
の
思
い
出
噺
か
ら
は
、

そ
の
時
代
の
神
戸
の
風
景
や
雰
囲
気
が

浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
本
書
の
ど
の
頁
、

ど
の
話
題
に
も
神
戸
愛
と
思
い
入
れ
が

た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
る
。 

 

あ
し
を
な
く
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
悠
ち
ゃ
ん
―

人
工
ヒ
レ
で
泳
げ
る
よ
う
に
！ 

中
谷
詩

子
（
学
研
プ
ラ
ス
） 

こ
の
本
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
五
年
間
、

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
会
長
亀
崎
直
樹

氏
を
中
心
に
、
成
功
例
の
な
か
っ
た
人

工
ヒ
レ
の
開
発
に
挑
ん
だ
人
た
ち
の
奮

闘
記
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
サ

メ
に
襲
わ
れ
前
足
を
失
っ
た
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
悠
ち
ゃ
ん
。
二
〇
一
〇
年
須
磨

海
浜
水
族
園
園
長
に
な
っ
た
亀
崎
さ
ん

と
一
緒
に
悠
ち
ゃ
ん
も
水
族
園
に
引
っ

越
す
。
人
工
ヒ
レ
で
大
海
原
へ
と
帰
っ

て
行
く
悠
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見
た
く
な
る
。 

た
だ
の
り 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200183008&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200456760&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200181132&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200453795&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200180730&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200453149&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200185510&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200461342&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200185246&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200464586&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200184102&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200460973&type=CtlgBook


－新しく入った本－ 
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防
災
教
育
の
不
思
議
な
力
―
子
ど
も
・
学

校
・
地
域
を
変
え
る 

諏
訪
清
二
（
岩
波

書
店
） 著

者
は
、
全
国
初
の
防
災
教
育
専
門

の
学
科
、
「
県
立
舞
子
高
校
環
境
防
災

科
」
の
設
立
に
尽
力
し
、
長
く
同
科
長

と
し
て
実
践
に
携
わ
っ
て
き
た
。 

前
半
で
は
、
防
災
教
育
の
目
的
や
力
、

広
が
ら
な
い
理
由
、
語
り
継
ぐ
こ
と
の

意
味
な
ど
、
防
災
教
育
へ
の
活
発
な
取

組
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
十
余
年
の
間
に

蓄
積
さ
れ
た
知
識
と
方
法
が
語
ら
れ
る
。

後
半
で
は
、
次
の
段
階
へ
進
む
べ
く
、

可
能
性
に
満
ち
た
防
災
教
育
の
未
来
が

示
さ
れ
て
い
る
。 

 

ラ
ジ
オ
関
西
10
万
枚
の
レ
コ
ー
ド
物
語

―
あ
の
感
動
を
も
う
一
度 

今
林
清
志

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

一
九
五
二
年
の
開
局
以
来
、
洋
楽
の

電
話
リ
ク
エ
ス
ト
放
送
や
、
無
料
レ

コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、
神

戸
の
音
楽
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た

ラ
ジ
オ
関
西
。
同
局
が
所
蔵
す
る
一
〇

万
四
八
〇
〇
枚
の
レ
コ
ー
ド
は
、
須
磨

に
あ
っ
た
旧
社
屋
が
大
震
災
で
全
壊
し

て
も
、
社
員
の
懸
命
の
努
力
で
生
き

残
っ
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

秘
蔵
の
名
盤
、
懐
か
し
の
名
曲
を
紹
介

し
て
い
く
〝
紙
上
コ
ン
サ
ー
ト
〟
。 

          

 

近
世
の
瀬
戸
内
の
湊
と
渡
海
船 

中
川
す

が
ね
（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
） 

渡
海
船
は
、
江
戸
時
代
、
湊
と
湊
を 

結
ん
だ
小
型
の
貨
客
船
で
あ
る
。
研
究

に
あ
た
っ
て
著
者
は
、
近
世
瀬
戸
内
に

存
在
し
た
湊
の
確
認
を
行
っ
た
。
基
本

史
料
と
し
た
の
は
、『
西
國
海
籩
巡
見

記
』
や
そ
の
附
属
絵
図
『
海
瀕
舟
行

図
』
（
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）

な
ど
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
幕

府
海
辺
巡
見
に
随
行
し
た
衣
斐
蓋
子
が

作
者
で
、
船
乗
り
と
し
て
の
視
点
か
ら
、

湊
の
水
深
・
潮
流
や
航
路
等
を
記
し
て

い
る
。
本
報
告
書
で
は
、
そ
れ
ら
諸
湊

の
情
報
を
整
理
・
一
覧
化
し
た
「
浦
々

表
」
を
作
成
、
渡
海
船
の
活
動
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。
高
砂
の
湊
が
、
金

毘
羅
参
詣
船
の
発
着
場
と
な
っ
た
過
程

な
ど
が
興
味
深
い
。 

 
 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

地
震
災
害
と
高
齢
者
福
祉 

阪
神
淡
路
と
東

日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら 

峯
本
佳
世
子

（
久
美
株
式
会
社
） 

波
止
ガ
イ
ド
兵
庫
版
（
Ｋ
Ｇ
情
報
） 

                         

新
モ
ラ
エ
ス
案
内 

も
う
ひ
と
り
の
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン 

深
沢
暁
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ス
） 

マ
イ
ク
ロ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

人
と
ま
ち
を

つ
な
ぐ
小
さ
な
図
書
館
（
学
芸
出
版
社
） 

                         

神戸あんな人こんな人 その 6 

水木 しげる 大正 11年（1922年）～平成 27年（2015年） 

 

生まれ育ったのは鳥取県境港市で、本名を武良茂といいます。学校に遅刻し

ないことより朝食を食べる方を選ぶというマイペースな少年時代、絵の才能を

見出して自信をもたせてくれたのは、画家でもあった教頭先生でした。その尽

力により、町中から額縁を借りてきて個展が開かれたこともあります。養護学

校在籍の同年同月生まれの山下清が、虫の絵を上手に描く児童として紹介され

た新聞記事を親子で見て、未来への希望を感じたこともあったそうです。 

初めて画業に就いたのが神戸です。従軍中に左腕を失って帰国後、昭和 25

年ごろに兵庫区水木通に建つ宿屋を「水木荘」と命名して賃貸経営します。そ

こへ紙芝居絵師が入居してきたのをきっかけに、同じ道へ足を踏み入れます。

ペンネームはこの地名に由来しています。しかし、紙芝居人気に陰りが見え始

めて一念発起、上京して「貸本漫画家」「雑誌の漫画家」へと転身。昭和 40 年

『テレビくん』で講談社児童漫画賞を受賞後『ゲゲゲの鬼太郎』などの大ヒッ

トで漫画家としての地位が確立されていきます。 

昨年 11 月に 93 歳で亡くなるまで戦記漫画、妖怪漫画やエッセイなど多くの

著作を遺しました。また、妖怪研究家として「世界妖怪会議」を開催するな

ど、著述以外での活躍も続きました。 

 

む ら しげる 

みずきどおり 

さ
い
こ
く
か
い
へ
ん
じ
ゅ
ん
け
ん 

ず 
か
い
ひ
ん
し
ゅ
う
こ
う 

き 

え 

び 

が
い
し 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200184937&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200463490&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200184694&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200462533&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200183921&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200461217&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200184090&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200456671&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200183823&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200458159&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200185935&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200464940&type=CtlgBook
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初代イギリス領事館 
（旧海軍操練所の建物） 

Ｊ･

Ｗ･

ハ
ー
ト 

『居
留
地
計
画
図
』一
八
七
二
年
（部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
館
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
よ
り 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
82 

 
イ
ギ
リ
ス
領
事
館 

  

イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
は
現
在
、
大
阪
に

あ
り
ま
す
が
、
開
港
当
時
は
、
神
戸
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。 

慶
応
三
年
十
二
月
七
日
（
一
八
六
八
年

一
月
一
日
）
に
神
戸
港
が
開
港
す
る
と
、

領
事
館
は
ま
ず
旧
海
軍
操
練
所
の
建
物

（
現
中
央
区
加
納
町
六
丁
目
二
―
一
の
辺

り
）
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧

居
留
地
29
番
へ
移
転
を
計
画
し
ま
す
が

進
ま
ず
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
旧

海
軍
操
練
所
の
建
物
の
借
用
延
長
を
締
結

し
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
な
っ
て
、

旧
居
留
地
９
番
（
現
中
央
区
海
岸
通
９
番

地
）
に
建
物
を
新
築
し
、
移
転
し
ま
し
た
。

周
囲
の
区
画
は
、
使
用
者
が
め
ま
ぐ
る
し

く
移
り
変
わ
る
中
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は

長
ら
く
、
旧
居
留
地
９
番
に
あ
り
ま
し
た
。 

一
八
七
四
年
に
学
術
調
査
と
病
気
療
養

外
国
人
の
内
地
旅
行
権
は
部
分
的
に
認
め

ら
れ
た
も
の
の
、
当
初
、
外
国
人
た
ち
は
、

遠
方
へ
の
移
動
が
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
領

事
館
の
仕
事
は
、
日
本
人
の
イ
ギ
リ
ス
へ

の
渡
航
の
手
続
き
よ
り
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

が
日
本
国
内
を
移
動
す
る
た
め
の
旅
券
発

行
の
手
続
き
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
一
八
八
〇
～
一
八
八
三
年
に
か
け
て

領
事
代
理
と
し
て
、
兵
庫
・
大
阪
イ
ギ
リ

ス
領
事
館
（H.B.M.'s consulate for 

hiogo 
and 

osaka

）
に
勤
務
し
て
い
た

Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
は
、
手
続
き
の
件
数

が
多
く
、
多
忙
だ
と
嘆
い
て
い
ま
す
（
楠

家
重
敏
『
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
―
日
本
と

朝
鮮
を
結
ぶ
学
者
外
交
官
』）。 

 

       

     
 
 

 

 
 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
の
手
続
き
は
、
ま
ず
、

領
事
館
に
申
請
し
、
領
事
館
が
署
名
し
た

書
状
を
添
え
て
県
令
へ
持
参
し
ま
す
。
パ

ス
ポ
ー
ト
は
そ
の
後
、
県
令
か
ら
領
事
館

に
返
送
さ
れ
ま
す
。
領
事
館
は
証
明
書
を

封
印
し
て
申
請
者
に
手
渡
し
ま
す
。
旅
行

終
了
後
、
領
事
館
に
返
還
さ
れ
た
書
類
は
、

領
事
が
サ
イ
ン
し
た
書
状
を
さ
ら
に
添
え

て
、
県
令
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
領
事
館
と
旅
行

者
双
方
共
に
煩
雑
な
手
続
き
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。 

イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
、
大
正
期
の
一
九

一
九
年
に
旧
居
留
地
88
番
に
、
一
九
二

二
年
に
は
旧
居
留
地
５
番
（
現
商
船
三
井

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
七
階
）
に
、
さ
ら
に
一
九

三
二
年
に
旧
居
留
地
72
番
に
あ
っ
た
ク

レ
セ
ン
ト
ビ
ル
（
Ｊ
・
Ｈ
・
モ
ー
ガ
ン
設

計
）
に
移
転
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
九
三
八
年
に
完
成
し
た

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
神
戸
支
店
ビ
ル
三
階

に
領
事
館
は
設
置
さ
れ
、
再
び
旧
居
留
地

９
番
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
後
、
大
戦

の
勃
発
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
は
閉

鎖
さ
れ
ま
す
が
、
戦
後
の
一
九
四
六
年
、

戦
前
と
変
更
な
く
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行

三
階
で
領
事
館
業
務
が
再
開
さ
れ
ま
す

（『
神
戸
市
史
第
三
集
行
政
編
』）。 

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
は
イ
ギ
リ
ス
に
本

拠
を
置
く
銀
行
で
す
。
明
治
期
、
横
浜
に

つ
い
で
二
番
目
に
開
設
さ
れ
た
神
戸
支
店

は
、
一
九
三
八
年
に
新
た
に
旧
居
留
地
９

番
に
建
物
（
現
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
ビ
ル
）
を

竣
工
し
営
業
を
開
始
し
ま
す
が
、
戦
争
の

影
響
で
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
台
湾

銀
行
が
使
用
し
ま
す
が
、
戦
後
の
一
九
四

八
年
に
同
所
で
業
務
を
再
開
し
て
い
ま
す
。 

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
ビ
ル
の
外
観
の
意
匠
の

特
徴
は
、
平
坦
で
簡
素
な
正
面
部
分
に
よ

く
現
れ
て
い
ま
す
。
一
階
中
央
に
は
三
本

の
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
が
あ
り
、
古
典
的
要

素
が
簡
素
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
非
様
式
建
築
と
し
て
の
性
質
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
南
西
と
南
東

の
角
に
は
レ
ト
ロ
な
木
製
の
回
転
ド
ア
が

当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
計
は
、

Ｊ
・
Ｈ
・
モ
ー
ガ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

建
物
は
国
の
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
て
、
旧
居
留
地
を
代
表
す
る
近
代
建
築

の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
で
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
カ
フ
ェ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

開
港
以
来
、
神
戸
に
置
か
れ
た
イ
ギ
リ

ス
領
事
館
は
、
一
九
六
三
年
、
領
事
館
神

戸
事
務
所
と
な
り
、
一
九
七
〇
年
に
大
阪

総
領
事
館
へ
併
合
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。 

今
や
多
く
の
領
事
館
が
神
戸
に
あ
っ
た

こ
と
は
徐
々
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
九
六
六
年
当
時
、
二
十
七
カ

国
の
領
事
館
が
あ
り
ま
し
た
（
『
神
戸
商

工
名
鑑
』）。
か
つ
て
各
国
の
領
事
館
と
し

て
使
わ
れ
た
建
物
や
場
所
を
巡
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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